
７月号 №６
教育目標：やさしく かしこく たくましく

[国立妙高青少年自然の家の前で］

５年生が、６月２８日と２９日に、国立妙高青少年自然の家で１泊２日の自然教室
にチャレンジしました。めあては、「班のみんなと協力して仲間をたくさんつくりま
しょう。」と「時間やマナーを守って思い出に残る２日間にしましょう。」です。

１日目は、「秘密基地作り」「ボ
ンキャンドル」「ナイトハイク」、
２日目は、「妙高アドベンチャー」
や「クラフト工作」を体験しま
した。国立妙高青少年自然の家
での、グループでの食事や宿泊
も楽しい体験でした。
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[秘密基地作り］

[ボンキャンドル］

[妙高アドベンチャー］

妙高自然教室に行ってきました。最
初に「秘密基地作り」をしました。場
所がなかなか決まらなかったけど、ち
ょうどいい場所を見付けました。そこ
には大きな枝があって、それを使って
作りました。木に枝を付けて範囲を決
めました。最後の仕上げに、草でかざ
りつけをして完成しました。「グリー
ンハウス」と名前をつけました。その
後、みんなの秘密基地を見て回りまし
た。最後にはこわしてしまったけど、
とてもいい経験になりました。

夜には「ナイトハイク」をしました。
夜の森は少しこわかったけど、友達と
手をつないで歩きました。小川の音が、
昼間よりきれいに聞こえました。

次の日には、妙高アドベンチャーを
しました。担当の先生は、「金ちゃん」
というあだ名の先生です。私たちは、
宇宙を守る人という設定で、ブラック
フォールの中の元気玉をどう取るか、
みんなで考え、支え合って、協力して
がんばりました。ここで学んだ協力は、
みんなで力を合わせることだと思いま
した。最後に、思い出づくりでクラフ
ト工作をしました。いろいろなことを
学べてとても楽しかったです。

５年生 女子

妙高自然の教室で学んだことは、協力
することです。ぼくが思う協力とは、み
んなで支え合ったり助け合ったりするこ
とだと思います。だれかが困っている時
助け合うこと。１人で何もできない時、
手伝うのが支え合うことだと思います。
声をかけ合うのも協力だと思います。「気
を付けて」とか「どんまい」という言葉
も大切です。妙高アドベンチャーでは、
ターザンをしていた時落ちそうになりま
したが、みんなの声援で板の上まで行け
ました。だから、友達を大切にしていき
たいと思いました。 ５年生 男子

妙高アドベンチャーでは、下にいるみんなが手を出してネットを作り、後ろ向き
に落ちてくる友達を支える課題に取り組みました。ここでは、友達同士の絆や協力、
そして勇気がためされます。失敗する時もあったけど、慣れるとちゃんと支えられ
るようになりました。みんなに支えられると、とても気持ちよかったです。この協
力を学校生活で生かしたいです。 ５年生 男子


